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本時の学習【見通し２前半】（３／７）

１ ねらい

「輸出」あるいは、「輸入」について、各種の資料を活用し、自分が設定した問題を解決する活動を通して、調べたこ

とから考えることができる。

２ 準備

学習資料、学習の手引き、学習問題一覧表（子供たちから出された疑問をまとめたもの）、学習全体の構造図、ワーク

シート

３ 展開

学習活動 時間 学習活動への支援および留意点 評価項目

１ 第 1時に貿易にかかわることとし ５ ○前時の学習との関連がつかめるように、学

て設定された共通問題を確認する。 習全体の構造図や学習問題一覧表を提示す

る。

・生活と貿易とのかかわりに気付けるよう、

既習事項である自動車の輸出や身近な輸入

品である衣料品を取り上げる。

・貿易の姿をイメージできるようにするため

に、輸出と輸入の学習問題がよく似ている

ことに気付けるようにする。

輸出または輸入の様子について調べよう

２ 一人一人が調べる内容について、 15 ○一人一人が責任をもって調べられるよう、 ○貿易の様子に関心をも

調査グループで話し合い、追究して また交流時に余計な緊張感などをもたずに ち、自分が調べる輸出

いく学習問題を選択する。 済むように、３、４人程度の少人数の調査 ・輸入の具体的な内容

・「輸出」または「輸入」について、 グループを組む。 につい進んで調べよう

どんな問題を解決するために、ど ・「輸出」について調べるグループと「輸入」 としているかどうかを

んなことについて調べていくのか について調べるグループの組み分けは、事 グループの話し合いの

といったことについて話し合い、 前に調整しておく。 様子やワークシートの

グループごとに調べる内容につい ・一人一人が責任をもって追究していけるよ 内容の分析を通して評

て決定する。 うに、掲示された学習問題を基に、グルー 価する。

プ内では一人一人ちがう問題を選択できる

ようにする。

３ 各調査グループが選択した学習問 ○グループ同士での交流を設定し、「輸出」 ○輸出や輸入などの貿易

題を発表し合い、問題追究の方向性 または「輸入」について、各グループがど の様子を、各種の資料

に間違いがないかどうか確かめる。 んな点を追究しようとしているのか発表し を活用して具体的に調

・同じ問題を追究するグループ同士 合うことによって、自分たちの調査グルー べているかどうかを、

で、自分たちのグループが「輸出」 プの問題追究の方向性に誤りがないかどう グループの話し合いの

あるいは「輸入」のどのようなこ かを確かめられるようにする。 様子やワークシートの

とについて調べていこうとしてい ・人数が多くなるため、各グループの発表は 内容の分析を通して評

るかを紹介しあう。 代表が行い、その後自由に意見を言える時 価する。

・「輸出」・「輸入」についての同じ 間をとる。

共通問題をもつ他のグループが考 ・情報交換の結果を基に、グループの追究の

えていることを参考にしながら、 方向性について、最終確認できるようにす ○工業生産を支える貿易

自分たちのグループが調べる内容 る。 の様子について問題意
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に変更する点がないかどうか確か 識をもち、学習の見通

める。 しをもって追求・解決

４ 調査グループで話し合って、学習 ○問題解決のためにはどんな情報（資料）が しているかどうかを、

問題を決定する。 必要か、情報をどのようにして獲得するか グループの話し合いの

・一人一人がどの問題を分担するか など、問題を追究する方法についても考え 様子やワークシートに

を決定する。 られるようにする。 記述した内容の分析を

通して評価する。

５ 資料の読み取りを通して、各自の 20 ○資料を効果的に収集・活用できるように、

問題を解決する。 資料の探し方や具体的な調べ方、読み取り

・自分が見つけた（選択した）資料 方などを載せた手引きを用意しておく。

を丹念に読み取る。 ○一人一人が、自分なりの考えをもてるよう

・資料から分かった事実をワークシ に、基本的には個人による問題解決を行っ

ートにまとめる。 ていくようにする。

・次時に調べた結果を調査グループ内で発表

することを伝えておく。

・資料の見つけ方や資料の読み取り方が分か

らない子どもやグループには、学習の手引

きを活用するよう助言する。

・発表時に活用できるよう、調査に使用した

資料名も記入しておくようにする。

・早く調べられた子どもは遅い子を助けたり

よく分からない部分はみんなで考えたりし

ながら、グループで協力して調べられるよ

うにする。

６ 自分が調べて分かったことについ ○調べて分かった事実だけではなく、それに

て自分なりの意味付けを行う。 対する自分の考えも書けるようにする。

・調べて分かった事実から考えたこ ・調べて分かった事実と工業生産とのかかわ

とをワークシートにまとめる。 りに気付けるようにする。

○次時の発表に向け、分かったことを整理し

て発表用の資料にまとめるようにする。

６ 本時の学習をふり返る。 ５ ○評価項目の内容を正しく理解して評価でき

・チェックシートを使って本時の学 るように、説明を補足したり助言したりす

習をふり返り、自己評価する。 る。

板書の様子（六合村立第一小学校）
学習全体の構造図（左）と学習問題一覧表（右）

話合いの様子（伊勢崎市立
豊受小学校）
学習問題の選択場面


